
 

令和元（2019）年度 事業報告書 

 

学校法人 白百合学園 

白 百 合 女 子 大 学 

 

 

Ⅰ.大学の概要 

 

１．建学の精神 

白百合女子大学における教育の基本理念はキリスト教、特にカトリシズムの世界観によ

る人格形成にあります。本学の母体であるシャルトル聖パウロ修道女会の創立の精神に則

り、知性と感性との調和のとれた女性の育成を目指しています。 

 

２．教育目標 －真・善・美－ 

真理の探求という知性の絶えざる研磨に加え、人格的自己完成という単独では獲得しえ

ない徳性を、本学は人々への誠実な愛と奉仕の姿勢を身につけることによって可能な限り

追求しています。そして、自己と自己をとりかこむ一切のものの中に美を見出し、また謙虚

さに根ざした畏敬の念を感受してゆくこと、そこに本学の教育目標は置かれています。校名、

校章にも「白百合」の花を選び、清楚、謙虚さの中に気品を保ち、豊かな人間性と広い視野

のうえに専門的な知識を備えた自立的女性の育成を目標とします。 

 

３．学校法人白百合学園の沿革 

白百合学園の設立母体は、シャルトル聖パウロ修道女会です。日本での活動は、1878 年

（明治 11年）フランスから来日した 3人の修道女が函館に修道院を創設したことに始まり

ます。その 3年後に、女子教育を施すための学校を東京・神田に設立しました。その後、カ

トリックの精神に基づく福祉・教育施設を全国に次々と設立し、現在の白百合学園へと発展

しました。 

 

４．白百合女子大学の沿革 

白百合女子大学の前身は 1946年（昭和 21年）に東京・九段に設立された白百合女子専門

学校です。同校は学制改革によって 1950年（昭和 25年）より短期大学となりました。1965

年（昭和 40年）に四年制大学に移行、東京・調布の地にキャンパスを構えました。2015年

創立 50周年を迎えた今日まで、建学の精神に基づいて一人ひとりの個性を尊重した少人数

教育を実践し、カトリック教育を通して、他者への奉仕の精神を体現できる女性を育成する

ために、教育施設やカリキュラムを拡充しながら多くの有用な人材を輩出しています。 

本学は、1965 年（昭和 40年）に文学部国文学科、仏文学科、英文学科の 3 学科にて開

学し、1985 年（昭和 60年）には児童文化学科を増設しました。1997 年（平成 9年）に児

童文化学科を児童文学・文化専攻と発達心理学専攻に分け、1学部 4学科 2専攻（国語国文

学科、フランス語フランス文学科、英語英文学科、児童文化学科児童文学専攻・発達心理学

専攻）となりました。そして、現代社会の変化と社会的要請に応え、また本学の状況と社会

において果たすべき役割を踏まえて建学の精神をより生かしていくために、2016 年（平成
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28 年）4 月からは新たに文学部（国語国文学科、フランス語フランス文学科、英語英文学

科）と人間総合学部（児童文化学科、発達心理学科、初等教育学科）による 2学部 6学科体

制になり、より今日の社会に即した広く豊かな就学環境が拡充されました。 

本学では、学科・専攻とは別に学生を持たない教育研究組織として「カトリック教育セン

ター」（2016 年度より宗教科から名称変更）と共通科目「基礎教育センター」（2016 年度よ

り共通科目から名称変更）があり、いずれも全学共通科目を担当しています。「カトリック

教育センター」は、キリスト教的価値観に基づく人格形成を図ることを目的とし、建学の精

神を踏まえた宗教学科目を、4年間を通して必修科目として学びます。「基礎教育センター」

は、リベラル・アーツの観点に立ち、基礎的素養や学問の作法、多角的な視点や情報社会へ

の対応を身につけ、自立した女性になるための土台となる教養科目を用意しています。 

学生の探求心や向上心を刺激する多彩なカリキュラムにて、それぞれの夢の実現や自己

のさらなる可能性を広げる機会を用意しています。日本語教育副専攻では、所定の単位を修

得することにより外国人に日本語を教える日本語教員としての能力を養成し、日本語教育

を通して世界で活躍することができます。グローバルビジネスプログラム（GBP）の取り組

みは文学部で育まれる「物語力」を「国際的就業力」に結びつけ、語学力のみならず、コミ

ュニケーション力やビジネス知識を身につけて、グローバルなフィールドで活躍できる人

材を育てます。在学中に取得できる資格も多数用意。幼稚園・小学校・中学校・高等学校の

それぞれの教員免許取得を目指す教職課程を整備し、保育士・司書・司書教諭といった資格

取得プログラムも展開されており、卒業後の進路をしっかりと見据えた学びを実践するこ

とができます。   

海外留学について、白百合女子大学には世界 8 カ国・地域の複数の大学に留学協定校・認

定校・実績校があり、希望する大学で視野を広げる新しい体験ができます。また、日本語教

育の実習を台湾の大学で実施、イギリスでビジネス英語を学びながら企業見学ができるほ

か、実際に海外の企業で就業体験をする研修など、将来を見据えて自分の可能性を高めるこ

とができる海外研修・実習を用意しています。 

1990 年（平成 2 年）には、キリスト教精神に基づく人格形成を教育の基本方針とし、学

部における学術研究を基礎として、さらに深い学識と高い研究能力を養い、文化の向上と人

類の福祉に寄与することを目的として、大学院が設置されました。現在では、学部・学科の

専門教育と密接に連携する修士課程／博士課程（前期）5専攻、博士課程（後期）3専攻が

整い、それぞれの研究分野において、21 世紀における諸問題に取り組み、社会と時代の要

請に応えるため、学際的な研究プロジェクトや、実践的な分野で活躍しうる高度の知見を備

えた専門家育成にも積極的に取り組んでいます。 

白百合女子大学では、卒業後に知性と感性の調和のとれた女性として社会へ羽ばたいて

いけるよう、1年次から参加できる多様なキャリア支援プログラムを用意しました。学生一

人ひとりに丁寧に向き合う個別指導は、単なる就職指導にとどまらず、「就職活動」という

自分自身と真剣に向き合う期間を通して豊かな人間性と社会性を獲得し、卒業後の人生ま

で見据えたビジョンが形成できることを目的としています。 

卒業生に対する高い社会的評価を支えに、変化する社会と時代の要請に応えるため、それ

ぞれの個性を生かした能力を発揮できる女性を社会に送り出していきたいと考えています。 
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 白百合女子大学の歩み 

1696年 ｼｬﾙﾄﾙ聖ﾊﾟｳﾛ修道女会、ﾌﾗﾝｽの一寒村ﾙｳﾞｪｳﾞｨﾙで活動を始める。 

1727年 最初の海外宣教女が、南ｱﾒﾘｶのｷﾞｱﾅで活動を開始する。 

1878年 3人のﾌﾗﾝｽ人修道女が来日、函館に修道院を創設。 

1881年 東京・神田に学校を新設。 

1898年 校名を「高等女子仏英和学校」とする。 

1910年 校名を「仏英和高等女学校」に改める。 

1913年 神田の大火で全施設を焼失。 

1923年 関東大震災で再び全施設を焼失。 

1927年 九段（現白百合学園所在地）に新校舎を建設し、移転。 

1935年 校名を「白百合高等女学校」に改める。 

1946年 「白百合女子専門学校」国文科設置。 

1947年 英文科を増設。 

1950年 学制改革に伴い、「白百合短期大学」となる。 

1958年 仏文科を増設。 

1965年 現在地の調布に移転し、4年制大学を設立。 

1978年 日本における教育施設創立 100周年を迎える。 

1983年 司書・司書教諭課程を開設。 

1985年 児童文化学科を増設。 

1988年 情報科学講座を開講。 

1990年 大学院文学研究科発達心理学専攻および児童文学専攻（修士課程）設置。 

1992年 大学院文学研究科発達心理学専攻（博士課程）設置。 

1994年 大学院文学研究科国語国文学専攻およびﾌﾗﾝｽ語ﾌﾗﾝｽ文学専攻（修士課程）増設。 

国文学科を国語国文学科、仏文学科をﾌﾗﾝｽ語ﾌﾗﾝｽ文学科に、 

英文学科を英語英文学科に学科名称変更。 

1995年 大学院文学研究科児童文学専攻（博士課程）および英語英文学専攻（修士課程）増設。 

1996年 日本語教育副専攻を開設。 

1997年 大学院文学研究科言語・文学専攻（博士課程）増設。 

児童文化学科を児童文学・文化専攻と発達心理学専攻の 2専攻に分ける。 

1999年 保育士養成課程を開設。 

2001年 大学院文学研究科発達心理学専攻（修士課程）を「発達心理学ｺｰｽ」および 

「発達臨床心理学ｺｰｽ」の 2つに分ける。 

2005年 

 

幼稚園・小学校教諭免許取得課程を開設。 

社会人生涯学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを開講。 

2011年 グローバルビジネスプログラム開設。 

2015年 創立 50周年を迎える。 

2016年 2学部(文学部,人間総合学部)6学科への再編成(2016年 4月開設)。 
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Ⅱ.事業の概要 

 

■教学改革の進捗状況 

１．学部 

（１）「全国学生調査 2019」の試行実施 

 文部科学省と国立教育政策研究所が行う「全国学生調査 2019」について、学部 3 年生を

対象として試行実施し、全学で 36.2%の学生回答を得ました。また、その調査結果について

は、学内委員会にて共有・意見交換を行い、教学改革に向けての検討材料としました。 

 

（２）教学改革（GPA 活用・科目ナンバリング等）の加速に向けた取り組み 

 「教学マネジメント指針」（中教審大学分科会策定）を念頭に、次年度以降の教学改革の

加速に向けて、GPAを活用した学生への退学勧告を含む指導、履修系統図の見直し、全学的

な科目ナンバリング等の実施のための準備作業（規程改正を含む）を行いました。 

 

２．大学院 

（１）博士課程（後期）大学院学生へのコンプライアンス教育の実施 

 博士課程（後期）に在籍する大学院学生に対し、研究活動における不正行為の事前防止を

目的としたコンプライアンス教育を実施しました。コンプライアンス教育資料をメール送

信し、期限内に研究費に関する規定を順守する旨の誓約書の提出を求めました。 

 

■ 学生生活･キャリア支援等の状況 

１．「白百合女子大学学生懲戒規程」の制定 

 学則に規定された学生の懲戒について、その手続きや処分基準等を規程として新たに定

めました。 

 

２．「被災者支援特別措置取扱要領」の制定 

 大規模自然災害により被災し、修学が困難となっている学生に対する支援について、これ

までは災害の都度制度を新設していたものを、包括的に取り扱う制度として整備し、これに

より、迅速な支援が可能となりました。本制度により「平成 30年 7月豪雨」、「北海道胆振

東部地震」、「令和元年台風 19号」により被災した学生の支援を行いました。 

 

３．「白百合女子大学奨学金規程」の改正 

 学業品行ともに優秀で、経済的に学業の継続が困難と認められる学生を対象とした奨学

金制度について、これまで運用上行っていた受給基準や配分、併給規定等について詳細を定

め、明文化しました。 

 

４．「修学支援新制度」への諸対応 

 令和 2年度より開始となる本制度について、学内取扱いの詳細を定めるとともに、秋の在

学予約採用の手続きを行いました。 

 

５．「学生顕彰制度」における学生活動奨励賞の授与 

 学業や学術研究活動、学内外課外活動、社会活動等に功績のあった個人・団体を表彰する

ことで、他学生の模範としてその功績を知らしめ、学生の人格形成を目的とした制度につい
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て、本年度は 1件の申請があり、審査の結果、学生活動奨励賞を授与しました。 

 

６．卒業生及び企業を対象とするキャリア支援に関する調査への対応 

 令和元年度「私立大学等改革総合支援事業」（タイプⅠ）調査票への回答に関連して、卒

業後複数年経過した卒業生を対象とする調査、及び進路先（企業等）に対する調査を次年度

に実施する為、対象者の抽出、ならびに調査項目の検討を行い、実施計画を確定しました。 

 

■学生の受け入れ 

１．2021年度入試の検討 

2021年度大学入学者選抜改革に合せて、選抜方法やスケジュールの見直しについて、前

年度から継続し年間を通じて入試広報委員会を中心に検討を重ね、2020年 3月末の公表期

日に合せて入試概要を公表しました。 

 

■国際交流支援の状況 

１．中国・東北財経大学との交換留学協定の締結 

国際交流に関する基本方針に基づき、海外の教育・研究機関との教育・学術に関する相互

交流を深めるべく、中国・遼寧省大連市にある「東北財経大学」との間に交換留学協定を締

結しました。 

 

■図書館における教育支援企画 

１．「白百合女子大学オープンアクセス方針」の制定と紀要電子化 

2018 年度に続きオープンアクセス方針について、学術機関リポジトリ運営委員会で検討

を行い「白百合女子大学オープンアクセス方針」「白百合女子大学オープンアクセス方針 実

施要領」を制定しました。大学ホームページの「情報公開－各種方針」に掲載されています。 

また、各紀要の投稿規程に「クリエイティブ・コモンズ・ライセンス」や「データシート」

に関する項目の追加を依頼しました。 

紀要バックナンバーの電子化は、2019 年度内に外注にて完成しました。学術機関リポジ

トリへの掲載許諾が得られたデータから、順次リポジトリへの搭載作業を行っています。 

 

２．ガイダンスや講習会の開催 

図書館新入生向けガイダンス（1回目）は、例年通り入学式翌日に開催しましたが、2回

目のガイダンスは、6月に基礎教育センターの授業「パブリックリテラシー」で教員と連携

して、新入生全員に行いました。教員からの授業ガイダンス依頼も、引き続き多くの申し込

みがありました。 

「日経テレコン 21」講習会は、キャリア支援課で開催する夏期や冬期の就活セミナー講

座として定着しており、特に夏期の講習会は参加者が増加しています。次年度以降は現行の

講習会以外にも、別の形の説明会も検討しています。 

 

３．「ブック・スカウト（選書ツアー）」、「創造詩コンテスト～リリアーヌグランプリ」について 

「ブック・スカウト」は、学生にも選書の機会を設けることで、図書館を身近に感じても

らいたいという意向から始めました。参加者同士による図書の紹介（感想会）と POP の作

成・展示までが 1つのイベントとなっています。また POPは、毎年 12月に紀伊國屋書店新

宿本店で開催される「女子大学合同展示企画『東京の女子大学生が選んだおすすめ本フェ
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ア』」でも展示しています。2019 年度は 5 月と 11 月に開催しましたが、どちらも参加者が

少なかったため、開催時期や告知方法について検討が必要と考えています。 

「創造詩コンテスト～リリアーヌグランプリ」は 5 回目を迎え、毎回応募する学生もお

り、すっかり定着しました。学長、図書館長、図書館運営委員の先生方と図書館職員が審査

を行い、図書館にて表彰式を行いました。受賞作品の冊子も学内で配付しており、好評です。 

 

４．図書館ピアサポーターLiLiAの活動 

2019年度は、通常の活動（館内見回り、展示、白百合祭参加等）だけでなく、成城大学図

書館が開催する「Supporters' Forum 2019」にも参加しました。他大学の学生サポーターと

の交流が、LiLiAの活動に良い刺激となったようです。 

  

５．国文学研究資料館からの資料電子化等の依頼について 

国文学研究資料館が所蔵している本学貴重書（一部）のマイクロ資料をウェブ公開するこ

とについて、問い合わせがありました。また、本学でウェブ公開が可能な古典籍資料に関す

る質問にも、国語国文学科にご相談して回答しました。 

 

６．展示関連 

定期的に、大学院生や LiLiA による展示や図書館スタッフの企画展示「iLiguchiBooks」

を行っていますが、2019年度は卒業生（書道家）による「源氏物語」関連展示とワークショ

ップ（作品解説、連綿体験）も開催しました。五十四帖に関わる作品を 3年かけて展示する

予定です。 

また、児童文化研究センターの「ちりめん本研究プロジェクト」の一環として図書館と共

催で、貴重書資料の縮緬本の展示も行い、展示期間中は、日本児童文学学会研究大会参加者

の見学もありました。今後も学内外の関係者と連携し、学生の好奇心を刺激したり、興味を

持つような展示やイベントを行いたいと思っています。 

 

７．カトリック大学連盟図書館協議会総会・実務研究会について 

2019年度は関東・東海ブロック（聖心女子大学、東京純心大学、南山大学、白百合）が当

番校となり、聖心女子大学を会場として 7月に開催（午前は総会、午後は実務研究会）しま

した。開催準備などで、ブロック校との共同作業が続きました。 

 

８．その他 

Windows10への移行に伴い、図書館入退館システムサーバーリプレースを行いました。 

 

■ウェルネスセンターにおける活動 

１．ウェルネスセンターの活動 

2019 年度は、主に体に障害がある学生への支援の方法について、全学的な基本的ルール

を策定することを目標に、実質的な支援の充実を図りました。また、心身の健康を維持する

ための情報を学生や教職員に広く提供する機会を設けることに努めました。 

 

（１）「支援申請書」の策定 

2018 年度に設置された「ウェルネスセンター運営委員会」において、体に障害がある学

生を中心とした修学支援の方法について検討を重ね、本学における「支援申請書」を策定し
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ました。 

今後は、支援を必要とする学生と、支援を求められた学科等との間で、ウェルネスセンタ

ーが支援の内容についてコーディネートし、障害を持つ学生が、充実した学生生活を送れる

ように支援する体制を構築する予定です。 

 

（２）「重度訪問介護利用者の大学修学支援事業」における補助金の採択（２年目） 

2018 年度に引き続き、本学大学院に在籍する院生と大学が協力して申請を行い、本年度

も補助金の採択を受けました。引き続き、本事業の窓口となる調布市と連携して、当該大学

院生の修学支援の充実をはかることとなりました。 

 

（３）「ウェルネスセンター支援者のためのガイドライン」及び「ウェルネスセンター所属

員のためのガイドライン」の HP掲載 

2018年度に設置された当該ガイドラインを大学 HPに掲載し、ダウンロードできる環境を

整えました。 

 

（４）「2018年度ウェルネスセンター報告書」の作成 

センター報告書に統一して 2 度目の報告書となった。学内への配付と他大学のセンター

や相談室への送付により、積極的な情報交換を行いました。 

 

２．健康相談室の活動 

健康相談室では、学生及び教職員の体の健康維持を中心に活動しました。学生相談室との

連携強化により、支援体制の充実が図られました。 

 

（１）健康診断の実施 

4月には、学生全員を対象として健康診断が実施されました。診断後には注意が必要な学

生への呼びかけを実施し、多くの学生に対応しました。10 月には、教職員向けの健康診断

を実施しました。 

 

（２）インフルエンザ予防接種 

11月には希望する教職員向けに、インフルエンザ予防接種を行いました。 

 

（３）救命救急講習の開催 

初等教育学科との連携により、学生向け「救命入門コース」（４５分）を、１０月に授業

内で実施しました。また全学生・全教職員対象として「普通救命講習」（５時間）を８月に

開催しました。 

  

３．学生相談室の活動 

学生相談室では、学生の心身の健康維持のために、健康相談室及び教職員との連携を更に

強化しました。 

 

（１）「ウェルネス・サロン」の設置 

 学生及び教職員向けに、日常生活における心身の健康維持のために必要なテーマについ

て、昼休みの時間を利用してサロンを実施しました。 
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各回のテーマ 

「第１回過換気症候群（過呼吸）とは」 

「第２回アルコールとのつきあいかた～あなたはどのタイプ？～」 

「第３回しんどい人付き合い解消のヒント～デート DV予防法～」 

「第 4回しんどい人付き合い解消のヒント Part2～デート DV予防法～」 

 

（２）学科との連携 

学生生活に支援や配慮が必要な学生は、年々増える傾向にありますが、ガイドラインに基

づき、各学科との情報共有がなされることで、支援の裾野が少しずつ広がっています。 

 

４．学生寮の活動 

学生寮では、居住する学生が安全で安心した寮生活を送れることを基本に、サービス向上

と業務効率化を推進しました。 

 

（１）「学生寮規程」の定着 

2018 年度に設置された「学生寮規程」により、寮生は日々の生活で規程を意識し、規律

ある生活を送ることができています。 

 

■施設・設備 

１．２号館外壁等改修工事 

２号館については屋上防水工事と外壁改修工事を全面的に行いました。最近、発生してい

る規模が大きい地震に備えて外壁部分を全体的に改修し、学生の安全面の確保や防災面が

強化され安心できる校舎にリニューアルされました。 

 

２．1号館廊下・階段手すり工事 

1号館の段差部分を歩きやすいように階段の両側に手すりを設けました。転倒防止にもな

るので安心して利用できます。校舎の長い通路も片側に手すりを設置しました。だれでも使

いやすいようにバリアフリー化を進めています。 

 

３．Windows7サポート終了の伴う PCリプレース 

2020年 1月に Windows7サポートが終了する前に、Windows10へリプレースを行いました。 

学生用として 295 台のリプレース、動画編集用 PC4 台のリプレース、教卓 PC は OS を入れ

替えて 86台を再利用し、その他に教職員用として 195台をリプレースしたことにより、合

計 580台を Windows10 に入れ替えました。 

 

４．Windows2008Serverサポート終了に伴うサーバリプレース 

Windows7同様、Windows2008Serverも 2020年 1月にサポートが終了する前に、学内サー

バ 5台、データセンター側サーバ 1台の合計 6台分のリプレースを行いました。 

 

５．電子掲示板リプレース 

故障していた電子掲示板 3セットのリプレースを行いました。 

 

６．Wi-Fi(無線 LAN)のエリア拡張 
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学生からも教員からも要望が多い Wi-Fi のエリア拡張を行いました。1 号館 3F 全教室、

本館 3F、2号館 2F大会議室を整備しました。 

 

■地域連携・地域貢献 

【地域連携・地域貢献に関する基本方針】 

本学の建学の精神・教育目標を踏まえ、次のように基本方針を定め、これに沿った取り組み

を推進しました。 

基本方針：「自ら進んで他者に奉仕し、社会に貢献しようとする心の育成をめざす観点から、

近隣地域をはじめ、広く教職員および学生による社会への教育活動や社会貢献活動を展開

し支援する」 

 

１．社会連携センターの設立 

 2019 年 7 月に「社会連携センター準備室」は教育研究活動の成果を基にした社会貢献、

地域貢献を行い、本学の教育的活動の社会的展開を図ることを目的とした「社会連携センタ

ー」になりました。2020 年 1 月には社会連携センターの事業、運営等について協議する社

会連携センター運営委員会を開催しました。 

 

２．調布市文化・コミュニティ振興財団との連携 

調布市文化・コミュニティ振興財団は、調布市における芸術文化の振興を図るための事業

を行うとともに、市民の自主的文化活動の育成、コミュニティ活動の振興及び多様な学習要

望に応えるための生涯学習に関する事業を行っています。同財団が運営する「調布市せんが

わ劇場」（京王線仙川駅徒歩 4分）では舞台芸術を楽しむ市民の裾野を広げるプログラムを

提供することを使命の一つに掲げています。本学はこれに賛同し、2011 年より地域連携事

業として、せんがわ劇場を拠点とした近隣地域との交流を実施しました（2019 年 11 月開

催：調布市せんがわ劇場×白百合女子大学 地域連携事業 第 9回公演）。 

また、同財団が主催する能楽についての講演・茶道体験などを催した「能楽茶時」（2019

年 11月開催：本学めぐみ荘を使用）を実施しました。 

 

３．調布市協定大学ゼミ展への参加 

 調布市協定大学ゼミ展は調布市と協定を締結している大学の研究成果や学びを市民に発

表することで、市民の新たな学びの機会を創出し、大学と地域とのつながりを強化するため

に 2020年 2月に開催されました。 

 

４．宗教講座「創造への道」、公開講座の開催 

 宗教講座「創造への道」は、本学の建学の精神を支えるキリスト教的人間観・霊性を学び

直す場として、カトリック教育センターが中心となって開かれる講座です。単なる教養の提

供にとどまらず、生涯にわたる自己の内的形成への支援や、心豊かな次代の人間を育てるた

めの人間観・生命観の学習にも力を注いでいきます。公開講座は、本学での教育研究活動に

よる確かな実績と豊かな人生経験を備えた講師陣による講座に加え、初めての試みとして、

学外から専門性の高い講師を招聘し、開講しました。 

 

本学の中長期計画につきましては、学校法人白百合学園のホームページに掲載の事業報告

書 p.14～p.16（http://shirayuri-gakuen.ac.jp/data/pdf/project31.pdf）をご覧下さい。 
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Ⅲ. 財務の概要 

 

１．令和元年度決算の概要 

【学校法人会計の特徴・企業会計との相違】 

学校法人会計は、収支計算を基本としており、損益計算を基本とする企業会計とは異なり

ます。また、予算作成が必要であり、収支計算書（「資金収支計算書」・「事業活動収支計算

書」）は、予算と決算を対比して作成されます。 

学校法人会計では、教育研究活動が円滑に遂行されたかどうかを計算書類によって財務

面から知ることができます。なお、学校法人会計基準が改正されたことにより、平成 27年

度決算より新たな計算書類に変更されました。 

 

（１）収支計算書の状況 

①資金収支計算書 

当該会計年度に行った教育研究等の諸活動に対する全ての資金の収入と支出の内容及び

支払資金（現預金）の顛末を明らかにしたものです。 

資金収入の合計は、予算と比較して 7百万円上回り 4,087百万円になりました。資金支

出については、人件費支出、資産運用支出、その他の支出以外の各科目で予算額を下回り

ました。その結果、翌年度繰越支払資金は、予算を 114百万円上回り 787百万円になりま

した。 

 

②活動区分資金収支計算書 

当該会計年度における資金の動きを３つの活動（教育活動，施設整備等活動、その他の

活動）に分類し、その活動区分毎に資金の流れを明らかにしたものです。 

「教育活動」では、資金収入が 3,096百万円、資金支出が 2,772百万円、調整勘定等が 

▲67百万円となり、資金収支差額が 256百万円になりました。「施設整備等活動」では、

資金収入が 36百万円に対して、資金支出が 445 百万円，調整勘定等が 94百万円となり、

資金収支差額が▲314 百万円になりました。「その他の活動」では、資金収入が 78百万

円、資金支出が 16百万円、調整勘定等がゼロとなり、資金収支差額が 62百万円になりま

した。その結果、当年度の支払資金が 4百万円増加し、翌年度繰越支払資金は 787百万円

になりました。 

 

③事業活動収支計算書 

当該会計年度における事業活動収支（教育活動収支、教育活動外収支、特別収支）の均

衡状態を表し、経営状態が健全であるかどうかを明らかにしたものです。 

「教育活動収支」では、収支差額が予算を 48 百万円上回り▲63百万円になりました。 

「教育活動外収支」では、収支差額が予算を 3 百万円上回り 70百万円になりました。

その結果、経常収支差額は、予算を 52百万円上回り、6百万円の黒字化になりました。

「特別収支」では、収支差額がほぼ予算通りとなり 29百万円になりました。これらの結

果、基本金組入前当年度収支差額が 36百万円となり，基本金組入額▲70百万円を計上後

の当年度収支差額は▲33百万円になりました。また、当年度収支差額▲33百万円に前年

度繰越収支差額▲1,502百万円を加算した結果、翌年度繰越収支差額は、▲1,536百万円

になりました。 
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（２）貸借対照表の状況 

貸借対照表 

当該会計年度末における財政状態を表したものです。 

「資産の部合計」は、21,468百万円で、前年度末に比較して 84百万円の減少となりま

した。 

「負債の部合計」は、1,411百万円で、前年度末に比較して 120百万円の減少となりま

した。 

「純資産の部合計」は、基本金が 70百万円増加，繰越収支差額が 33百万円の減少とな

ったことにより、前年度末に比較して 36百万円の増加となりました。 

その結果、翌年度繰越収支差額が▲1,536百万円になりました。 

 

ここに掲載する財務状況は、白百合女子大学単体の財務状況であり、本学を含めた学校

法人全体の財務状況につきましては、学校法人白百合学園のホームページ

（http://shirayuri-gakuen.ac.jp/data/）をご覧下さい。 

以上 
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